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大学生における「過度のインターネット利用」の
測定に関する一考察
An examination of measurement for“excessive internet use”in college students
小 坂 守 孝
Moritaka KOSAKA
１．目的
２０１４年９月時点では PCからのインターネット利用者数は５０２８万人，スマートフォンからの
インターネット利用者数は４３７３万人となっている（インターネット白書編集委員会，２０１５）。
また，国勢調査をはじめとする社会上の様々な手続きもインターネットを介して実施されるよ
うになり，今やインターネットは生活の必需品となっていると言えよう。
大学生の間では SNS（Social Networking Service）が広く普及しており（長・登丸，２０１３），
友人同士などの連絡に多用されるようになっているほか，大学側からの講義連絡等もインター
ネットを介して実施されることが当たり前となった。勉学以外の娯楽などの面ではインター
ネットを介したゲームや動画配信，音楽配信の仕組みも発達し，わざわざ外出して店舗や娯楽
施設などに出向くことなくこのような娯楽を享受できるようになった。
インターネットにまつわる負の部分の一つとして，インターネットに没頭するあまり，精神
的に不調状態をきたす，または現実生活との断絶を生じうる，いわゆる「インターネット依
存」の問題については，インターネットが一般に利用されるようになった当初より懸念されて
いた（ex．岡田，１９９８）。インターネットが現実生活にも深く入り込んでいる現在，大学生の
不適応問題の一側面としてあらためてインターネット依存について検討する必要がある。
小寺（２０１３）は，従来のインターネット依存に関する研究のレビューにより，定義の問題，
尺度の問題，因果関係の問題，依存メカニズムの問題，研究者の先有的態度の問題，について
指摘している。それによると，インターネット依存の概念は，理論的根拠による提起ではなく
目の前で繰り広げられている行動をラベリングするために生まれた概念に過ぎず，充分な説明
のないままその病理が存在するという前提で議論を進めていること，インターネット依存が物
質関連障害か，衝動制御障害か，あるいは別の障害なのかといった議論の起点が存在しておら
ず多様な尺度が作成され，その妥当性評価が困難であること，インターネット利用と問題行動
との因果関係は未だ推測の域を出ていないこと，依存症のアナロジーではなく条件付けから説
明する方が説得的であること，インターネット自体に問題があるのではなくインターネット利
用を問題と捉える研究者の先有傾向こそがインターネット依存の概念を生み出したこと，が指
摘されている。
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そこで本研究では，いわゆるインターネット依存と呼ばれる現象の測定について，「過度の
インターネット利用」との考え方に立ち返り，不適応状態や病的状態を含まない形での尺度を
作成し，大学生における過度のインターネット利用と大学生活における不適応行動あるいは不
適応状態を独立して測定し，相互の関連性について検証を試みることを目的とした。
キーワード：インターネット依存，大学生活不適応，動画共有，オンラインゲーム，SNS，コ
ンテンツ接触
２．方法
対象者は札幌圏内にある A大学に在籍する学生であった。筆者が担当する心理学関連の講
義内の時間を利用し，無記名式のアンケート用紙を配布・回収した。配布の際には，回答に際
しては個人が特定されないこと，不利益が生ずることはないことを説明した。
アンケート用紙の項目内容は以下の通りである。
（１）過度のインターネット利用尺度
インターネット利用のジャンルの選定に際しては，高橋（２０１４）により紹介されている，成
城墨岡クリニック院長墨岡孝氏によるインターネット依存の分類である，「オンラインゲーム
依存」「コンテンツ接触型依存」「ギャンブル参加型アプリ依存」「きずな依存（ソーシャルメ
ディア依存）」の４種類を踏襲することとし，同文献内の各内容の解説を参考にオリジナルで
項目を作成することとした。具体的な項目については小寺（２０１３）の議論を受け，可能な限り
インターネットにまつわる行動，またはそれに伴う感情を中心とし，その結果としての心身の
不適応行動・状態を除外することとした。
具体的には，オンラインゲームの関連では，「オンラインゲームに時間を忘れて参加する」
「オンラインゲームを抜けたいと思うのに抜けられない」「オンラインゲームの中でチームメ
ンバーから賞賛される」「オンラインゲームでの技術やレベルが上がることが喜びとなる」「オ
ンラインゲームの中でのチームメンバーとの会話を求める」「少しでも時間があればオンライ
ンゲームに参加しようとする」の６項目を，コンテンツ接触型の関連では「時間を忘れて他の
人の書いたブログを読み続ける」「時間を忘れて他の人の SNS（Facebook, twitterなど）の投
稿を見続ける」「時間を忘れて動画共有サイト（Youtube，ニコニコ動画など）にアップロー
ドされている動画を見続ける」「動画共有サイトに頻繁に動画をアップロードする」「少しでも
時間があれば他の人の投稿を読もうとする」「少しでも時間があれば動画共有サイトの動画を
見ようとする」の６項目を，ギャンブル参加型アプリの関連では「ネットオークションで品物
を頻繁に探す」「ネットオークションに出品された品物を落札しようと頻繁に金額をチェック
する」「ソーシャルゲーム（スマートフォンのアプリ）を長時間やりつづけてしまう」「ソー
シャルゲーム（スマートフォンのアプリ）で得点のランキングが気になってしまう」「課金し
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てまでソーシャルゲーム（スマートフォンのアプリ）のアイテムを獲得する」「少しでも時間
があればソーシャルゲーム（スマートフォンのアプリ）で遊ぶ」，そしてきずな（ソーシャル
メディア）の関連では「メールや SNS（LINEなど）で送信したメッセージが相手に読まれて
いるかどうかが気になり何度もチェックする」「メールや SNS（LINEなど）で送信したメッ
セージで自分宛にメッセージが届いていないかどうかが気になり何度もチェックする」「SNS
やブログでの自分の投稿に『いいね！』をつけられているかどうか気にして何度もチェックす
る」「SNSやブログ自分の投稿にコメントをもらえるかどうか気にして何度もチェックする」
「動画共有サイトで他の人がアップロードした動画に対して書き込んだコメントの評価を気に
して何度もチェックする」動画共有サイトに自らアップロードした動画の評価を気にして何度
もチェックする」の６項目の計２４項目を作成した。各項目については，この１週間のうちにど
の位当てはまるかについて，「全く当てはまらない」「あまり当てはまらない」「どちらともい
えない」「まあまあ当てはまる」「とても当てはまる」のうちから一つを選んでもらった。
（２）大学生活不適応尺度
過度のインターネット利用の結果生じうることとしての，大学生活上困る事になること思わ
れる行動や状態を不適応と捉えることとし，筆者自身のこれまでの学生対応における諸事例な
どをもとに２０項目を独自に作成した。具体的な内容は，「睡眠時間が少なくなる」「寝坊をす
る」「講義に遅刻する」「講義を欠席する」「課題に十分に取り組めなくなる」「単位を落とす」
「お金を無駄遣いする」「友人との約束の時間に遅れる」「友人との約束をすっぽかす」「アル
バイトに遅れる」「アルバイトを休む」「アルバイトをクビになる」「目の前の人の話を聞かず
に注意される」「人と顔を合わせての交流が減る」「転んだり何かにぶつかり怪我をする」「ア
ルバイトなどでミスをする」「見ようと思っていたテレビ番組を見逃す」「視力が低下する」
「記憶力が低下する」「現実生活においてやる気が出なくなる」であった。各項目については，
この３ヶ月のうちにどの位当てはまるかについて，「全く当てはまらない」「あまり当てはまら
ない」「どちらともいえない」「まあまあ当てはまる」「とても当てはまる」のうちから一つを
選んでもらった。
（３）インターネット利用習慣など
ここ１ヶ月の状況として，インターネットに接続する方法について「PCのみ」「PCとス
マートフォン・携帯」「スマートフォン・携帯のみ」「インターネットには接続しない」のうち
から一つを選んでもらった。
１日のうちにインターネットに接続している時間については，講義のある日とない日それぞ
れについて回答してもらった。
このほか，フェイスシート項目として，性別，学年，年齢，所属学科について回答を求めた。
５７
３．結果
大学生２２４名に配布・回収を行なった。このうち回答に不備のあった２３名分を除外した結果，
有効回答数は２０１名（男性６６名，女性１３５名）となった。
（１）フェイスシートについて
学年の内訳は１年生が１０５名，２年生が５０名，３年生が４０名，４年生が６名であった。また，
所属学科の内訳はスポーツ系学科が１１名，福祉系学科が１５名，教育系学科が６７名，芸術系学科
が１０名，心理系学科が９７名，総合系学科（短期大学部）が１名であった。
インターネット接続状況については，PCのみが７名，PCとスマートフォン・携帯双方で接
続する者が１３９名，そしてスマートフォン・携帯のみで接続する者は５５名であり，インター
ネットに接続しない者はいなかった。
（２）因子分析
独自に作成した過度のインターネット利用尺度の因子構造を確認し，分析の対象とする項目
を選択することを目的として因子分析を実施した。因子間に相関があることを想定し，主因子
法プロマックス回転（k＝４）により計算を行った。第１固有値から第６固有値までの変化は
順に７．８０，３．０２，２．１７，１．２９，１．２６，１．０５となったため，今回は３因子構造として分析を進め
る事とした。分析結果より，概ね因子負荷量が．５０以上であることを目安とし，各因子の因子
負荷量が高かったもの上位６項目ずつを選択し，改めて因子負荷量を算出した（表１）。因子
１は「動画共有サイト・オンラインゲーム参加」，因子２は「SNS閲覧」，因子３は「コンテ
ンツ接触」と命名された。因子間の相関については，因子１と因子２との間に弱い正の相関が，
そして因子１と因子３の間には中程度の正の相関が見られた。
（２）尺度の信頼性
各因子より構成される尺度の信頼性係数（Cronbachの α係数）はそれぞれ．８７，．８６，．８１
であり，合計得点についても．８７と，いずれも十分に高い信頼性を得ることができた。
また，大学生活不適応尺度については α＝．８５であり，こちらも十分に高い信頼性を得るこ
とができた。
（３）基本統計量・相関係数など
以上より算出された過度のインターネット利用尺度，大学生活不適応尺度，インターネット
接続時間，年齢についての基本統計量，各変数間の Pearson積率相関係数を表２に示す。こ
れによると，大学生活不適応尺度はインターネット接続時間（講義あり）と弱い正の相関が，
過度のインターネット利用の３因子とそれぞれ中程度の正の相関が見いだされた。また，講義
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のある日とない日のインターネット接続時間について強い正の相関が見いだされたほか，動画
共有・オンラインゲーム参加とコンテンツ接触については講義のある日とない日のインター
ネット接続時間双方と正の相関があったが，SNS閲覧についてはいずれの日のインターネッ
ト接続時間とも有意な相関は見いだされなかった。
表１．因子分析結果（N＝２０１，主因子法プロマックス回転）
項目 因子１ 因子２ 因子３
「動画共有サイト・オンラインゲーム参加」
動画共有サイトに頻繁に動画をアップロードする ．７８ ．０５ －．２２
動画共有サイトに自らアップロードした動画の評価を気にして何度も
チェックする
．７４ ．２０ －．１６
動画共有サイトで他の人がアップロードした動画に対して書き込んだコ
メントの評価を気にして何度もチェックする
．７４ ．２５ －．１８
オンラインゲームの中でチームメンバーから賞賛される ．７３ －．１０ ．１９
オンラインゲームの中でのチームメンバーとの会話を求める ．７３ －．１７ ．１４
オンラインゲームを抜けたいと思うのに抜けられない ．６２ －．０１ ．２０
「SNS閲覧」
SNSやブログ自分の投稿にコメントをもらえるかどうか気にして何度
もチェックする
．０９ ．８４ －．０４
SNSやブログでの自分の投稿に「いいね！」をつけられているかどう
か気にして何度もチェックする
．０９ ．７９ －．０７
メールや SNS（LINEなど）で送信したメッセージで自分宛にメッセー
ジが届いていないかどうかが気になり何度もチェックする
．０４ ．７０ ．０７
メールや SNS（LINEなど）で送信したメッセージが相手に読まれてい
るかどうかが気になり何度もチェックする
．０１ ．６３ ．１５
少しでも時間があれば他の人の投稿を読もうとする －．１３ ．６２ ．１９
時間を忘れて他の人の SNS（Facebook，twitterなど）の投稿を見続ける －．０３ ．５８ ．１５
「コンテンツ接触」
ソーシャルゲーム（スマートフォンのアプリ）を長時間やりつづけてし
まう
－．１２ ．１１ ．８０
少しでも時間があればソーシャルゲーム（スマートフォンのアプリ）で
遊ぶ
－．０８ ．０７ ．７４
少しでも時間があれば動画共有サイトの動画を見ようとする ．０５ ．１６ ．５３
時間を忘れて動画共有サイト（Youtube，ニコニコ動画など）にアップ
ロードされている動画を見続ける
－．１１ ．２０ ．５３
オンラインゲームでの技術やレベルが上がることが喜びとなる ．４０ －．１８ ．５１
オンラインゲームに時間を忘れて参加する ．４０ －．０８ ．４８
因子間相関係数 因子１ 因子２ 因子３
因子１ －
因子２ ．３３ －
因子３ ．４３ ．１８ －
５９
（４）t検定
性別による各変数の t検定結果を表３に示す。これによると，講義のない日のインターネッ
ト接続時間については１％水準の有意差が見られ，男性の方が接続時間が長くなっていた。動
画共有サイト・オンラインゲーム参加については５％水準の有意差が見られ，男性の方がより
過度な利用が見られる傾向にあった。また，コンテンツ接触については０．１％水準の有意差が
見られ，やはり男性の方がコンテンツ接触について過度な利用が見られる傾向にあった。
また，インターネット接続状況については回答者数の関係により，PCとスマートフォン・
携帯を併用する群とスマートフォン・携帯のみを利用する群との間で検定を行なった（表４）
が，いずれの変数についても有意差は見いだされなかった。
表２．各変数の基本統計量，Pearson 積率相関係数（N＝２０１）
変 数 M SD １ ２ ３ ４ ５ ６
１年齢 １９．４８ １．２８
２インターネット接続時間（講義あり） ４．００ ３．０１ －．０７
３インターネット接続時間（講義なし） ５．５７ ４．０４ ．０１ ．７９＊＊
４動画配信サイト・ゲーム参加 １．９１ ３．８５ ．０２ ．３６＊＊ ．２８＊＊
５SNS閲覧 ６．５４ ５．５１ ．０１ ．１１ ．０９ ．３６＊＊
６コンテンツ接触 ８．１６ ６．３１ ．０２ ．３５＊＊ ．４３＊＊ ．４７＊＊ ．３３＊＊
７大学生活不適応尺度 ２１．２１ １２．３２ ．０９ ．２７＊＊ ．１２ ．４５＊＊ ．３９＊＊ ．３５＊＊
＊＊ : p＜．０１
表３．性別と各変数との t検定（N＝２０１）
変 数 カテゴリー N M SD t df
インターネット接続時間（講義あり） 男性 ６６ ４．５４ ３．６６ １．７７ １９９
女性 １３５ ３．７４ ２．６０
インターネット接続時間（講義なし） 男性 ６６ ６．８４ ５．０３ ２．７８＊＊ ９３．１７２
女性 １３５ ４．９５ ３．３０
動画配信サイト・ゲーム参加 男性 ６６ ２．８３ ４．７８ ２．１１＊＊ ９５．０３９
女性 １３５ １．４６ ３．２３
SNS閲覧 男性 ６６ ６．００ ５．９１ －９．７０ １９９
女性 １３５ ６．８０ ５．３１
コンテンツ接触 男性 ６６ １１．０５ ６．７４ ４．４７＊＊ １１０．２４
女性 １３５ ６．７６ ５．６０
大学生活不適応尺度 男性 ６６ ２１．０８ １３．６６ －．１１ １９９
女性 １３５ ２１．２８ １１．６６
＊ : p＜．０５，＊＊：p＜．０１，＊＊＊：p＜．００１
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４．考察
今回，過度のインターネット利用についても大学生活不適応についても信頼性の高い尺度を
作成することができたが，筆者による恣意的な項目選定である可能性が否定できない。加えて，
項目の表現の適切さにも問題があったと思われる。例えば「オンラインゲーム」と「ソーシャ
ルゲーム」については被検者によって違いが分かりにくかった可能性もある。今後妥当性の検
討の中で更に適正な項目を選択されることが望ましい。
インターネットにより利用されるコンテンツは技術の進歩などに伴う新たなサービスの出現
により変わってくることが考えられる。例えば動画共有サイトは一般市民がブロードバンドを
安価に利用できるようになったからこそ出現したサービスであり，これにより人々のインター
ネットへの新たな関わりが生じた。
今回の尺度構成に際する因子分析では，動画共有サイトへの何らかの参加がオンラインゲー
ム参加と同じ因子となっており，動画共有サイトを一方的に享受するのではなく自ら何らかの
形でそこへ参加することは単に動画を閲覧することとは異なる因子を形成しうること，そして
動画とゲーム画面が複数の人と間接的に関わる媒体として共通の要素を備えている可能性が示
唆された。また，動画共有サイトやオンラインゲーム参加の因子について，SNSの因子とは
共に人間関係が発生する点で多少なりとも関連があると考えられ，コンテンツ接触の因子とは
共に媒介するものとしての動画やゲームが存在するという点で関連があると考えられる。
インターネット利用環境については，過度のインターネット利用に際して特に差違は見いだ
されなかったことから，使用機器を問わず過度のインターネット利用は起こりうることを想定
しておく必要がある。
今回の性別での検討では男女の人数に差があるため解釈に注意する必要があるが，軒並み男
表４．インターネット接続方法と各変数との t検定（N＝１９４）
変数 カテゴリー N M SD t df
インターネット接続時間（講義あり） PCとスマートフォン・携帯 １３９ ４．１９ ３．１０ １．５９ １９２
スマートフォン・携帯のみ ５５ ３．４５ ２．５６
インターネット接続時間（講義なし） PCとスマートフォン・携帯 １３９ ５．７３ ４．１６ １．０３ １９２
スマートフォン・携帯のみ ５５ ５．０６ ３．８１
動画配信サイト・ゲーム参加 PCとスマートフォン・携帯 １３９ ２．２０ ４．０４ １．５０ １９２
スマートフォン・携帯のみ ５５ １．２７ ３．４８
SNS閲覧 PCとスマートフォン・携帯 １３９ ６．７６ ５．６１ ．３１ １９２
スマートフォン・携帯のみ ５５ ６．４９ ５．３８
コンテンツ接触 PCとスマートフォン・携帯 １３９ ８．９４ ６．３２ ２．５６ １９２
スマートフォン・携帯のみ ５５ ６．３８ ６．１３
大学生活不適応尺度 PCとスマートフォン・携帯 １３９ ２１．３６ １１．９０ ．０１ １９２
スマートフォン・携帯のみ ５５ ２１．３５ １３．７６
６１
性の方が過度のインターネット利用において大学生活での不適応につながる可能性のあること
が示唆され，特に男子学生に対しては過度の利用について注意する必要があると思われる。
また，過度のインターネット利用については接続時間との関係が深いと思われたが，SNS
利用は利用時間とは無関係に不適応行動に影響を及ぼす可能性があることが示唆された。これ
は，SNS利用過程において人間関係の諸問題が生じていることが考えられ，過度のインター
ネット利用への対策については，短時間であっても精神的に影響を及ぼすことを想定しておか
ねばならないと思われる。何が「過度のインターネット利用」であるかということについては，
その測定方法についても更に検討を重ねる必要がある。
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An examination of measurement for“excessive internet use”in college students
Moritaka Kosaka
ABSTRACT
Internet has become a necessity of life, and is frequently used in contact with friends in col-
lege students. Internet has become often intervene even in entertainment. In this context,
this study aimed to re-examine the method of measurement for excessive internet use, in ac-
cordance with the problem pointed out in recent years about concepts and measurement meth-
ods for so called“Internet addiciton”．
２０１college students（６６male,１３５female），answered questionnaire about excessive Inter-
net use and university life maladjustment that was originally created. Factor analysis（oblique
rotation, promax method）for measurement of excessive Internet use were extracted three fac-
tors of“video sharing site and online game participation”，“SNS browsing，”“content con-
tact”, moderate correlation was also observed between the part of the factor. High reliability
is confirmed in both configured scale
Positive correlation was observed between the Internet connection time and“video sharing
site and online game participation”and“content contact”, scores of male were higher than fe-
male for these two factors. All three factors indicated moderate positive correlation with mala-
daptation. Method of connection with Internet has no significant relationship to all variables.
Validity about measurement and further problems were discussed.
Key Words : Internet addiction, maladaptation, video sharing, online game, SNS, content con-
tact.
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